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本研究では広島大学病院で同種造血幹細胞移植を受けた患者から末梢血を前方視的に採取し、東

京大学医科学研究所臨床フローサイトメトリーコアで多重染色に基づくリン酸化フローサイトメ

トリー解析を行っている。2023年度は研究代表者の異動があり解析系とプロトコールの固定や整

備に留まったが、その後急ぎ準備を進めた。そして2024年5月に広島大学で、続いて同年6月に東

京大学医科学研究所で研究計画の承認と実施許可が得られた。その後詳細な議論を重ねて抗体試

薬の購入や検体搬送の詳細を決定し、8月にキックオフミーティングを行い、以後研究をスタート

した。 

これまでに計5症例、全体で11検体の解析を行った。具体的にはT細胞内のリン酸化ERK1/2、リン

酸化Syk、リン酸化Btk、リン酸化Aktの解析を行っている。手技の確立に試行錯誤を要したが、染

色プロトコールは確立できた。何を陰性・陽性コントロールとするかはまだ検討が必要で、並行

して追加で抗体を購入して予備的解析を行っている。臨床的に移植片対宿主病（graft-versus-h

ost disease: GVHD）を発症した症例で特定のリン酸化が見られ、興味深い知見が蓄積されてい

る。以上の用務のため、医科学研究所訪問による会議（2回）、ウェブ会議（2回）、メールによ

る意見交換（計123通）を行った。 

2025年度には検体の集積を加速し、また並行して各症例におけるドナー・レシピエント間のHLA

エピトープの適合度がリン酸化パターンと相関するか検証する。そしてGVHDの発症予測および治

療標的の特定に有用なバイオマーカーを開発する。年度内には学会発表も予定している。 

 


